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紅藻の色素蛋白質に関する研究

第 1報 フィコエリスリン，フィコシアニンの精製分離と吸収スベクトル

五十嵐久尚・細谷勇治

(北海道大学水産学部水産化学教室〕

Studies on Chromopro匂insof Red Algae 

1. Preparation and light a加orptionof phycoerythrin 

and phycocyanin 

Hisanao IGARASHI and Yuzi HOSOY A 

Ab自traet

After the removal of impurity from pigment ex:traction by aluinina adsorption， Phyα熔rythrin
and Phyc∞yanin wer官 separatedfrom several red algae by means of fractional precipition with 
ammonium sulfate and by the difference of solubility in water. 

The light absorption in the visible spectrum of them was measured; some differenωbetween 
them was observable. 

績富

紅藻の71<溶性色素蛋白質として，赤色のアイコエリスリ:/，青色の 7 ィコシアニ yの二種類が，種々の人

々によって分離せられ，そのスペクトルによる特性12)，元素分析円窒素の分布円分子量4)及び色素部56)，

蛋白部1)の性質について研究されているが，色素部分については未だ明らかにされていない点もあり，蛋白

部と色素部の結合状態については全く解明されていない。更に之等の色素の生理的意義についても 8) 推定

の域を脱していない状態にもある。著者等は之等の不明の点を明らかにする為に，逐次研究を継続するつも

りであるが，その第一段階として.種々の試料を用いて之等色素蛋白質の精製分離を行い.それらの聞に多

少の知見を得たので，ここに報告する。

実験結果蛇に考察

用いた試料としては.まE藻類のうち粘質物の比較的少いと恩われる，オホソグ (Laure珂ciaglanaulifera 

KUTZ) ，アカパ (Neodils，伺 yenaiωnaTOKIDA)，ダノレス (Rhodymen;aρalmata(L.) GRF1V.)，キプリイ

トグサ (Polys伊，honiajaton;ca HARVF1Y)及びスサピノリ (Poprhyrayezoens;s UF1DA)等である。試糾

を採集後細断し，暗所低温 (50C)にて5日乃至7日間， 71<で抽出した。それらの粧色素液は5.8乃至6.0

の pHを示したが. アカパだけは4.55という値を示し，色素の抽出状態は他のものに比して非常に劣って

いる。色素の単離精製法としては，古くからは Kylin氏1)の硫安による分別沈波法があるが，最近藤原氏に

よってわ rivanol(2-ethox:y~ ， !Mliaminoacridinum lactate)を用いて精製分商量する方法が行われている。著

者等は Kylin氏法によったのであるが，その一例として，アカパの場合を Fig.1に示しておく。(他の試

棋の場合も同様の操作を行った。〉この場合， Kylin氏法では， 71<抽出によって得た粗色素液を直接硫安によ

る塩析を行っているのであるが，粗色素液を遠心分醗後，アルミナを充填した柱を通過させて不純物を吸着

させて除去すると，爾後の塩祈の繰返し回数を滋少させることが出来る。但しこの際蛋白質の愛性というこ

とが考えられるが， Hax:09)等の報告によると些程影響がない様に恩われる。

-314ー



1節目

Residue 

五十嵐・細谷:紅藻の色素蛋白質

Neodilsea yendoana Tokida 4 kg (Fresh matter) 
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4 days at rOQm temp. press out with cotton bag 

Extract 
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I~hyc田rythri~，

Fig. 1. Scheme for the preparation of Phy'α>erythrin and Phycocyanin from 

Neodilsea yendi何 naTOKIDA 
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Fig. 2. Spectral ab!ωrption curves of Phycoerythrin 
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Fig. 4. Spectral absorption curves of Phyαぉrytbrin
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Fig. 5. S伊 ctralabsorption of PorPhyra yezoens;s 
U E1DA extracted at various pH values. The 
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用いた試耕のうち，オホソグとキプりイトグサには，.7ィコシアニ yの、存在は認められず.ヲィコエリス

リシのみ得られたが，この嫌に単独に存在しているプイヨ手リス1);/は，アイコシアユ yと共存じている場

合のそれよりも結晶化しやすい。

上述の様にして得られた色素蛋白質をセロファシ紙を用いて 50Cに於肘て3日間透析を行い.BjJffer fこ

て pHを調整し. Beckman spectrophotometerで可視部の吸収スペグトルを測定したが.その結果は Fig.

2.3.4，に示してある。

スサピノりから分敵したアイコエリスり y の吸収スペグト)J.-は，一般の R-Phy∞erythrinのそれと異り，

第 2番目の極大吸収が認められなかった。之は Haxo9)等が，Porphyra perforata J. Aa.から得たもの

と類似しているが， Haxoが云うように，愛性というよりも，同じ海藻でも成育条件によって異った色素蛋

白質を形成するということによるのかも知れなU、。

著者等のあつかった各試料のE買収スペグトルの極大値を Tab!e1に示したが，試務によって差異のある

ことが分る。之は従来の研究者の得た結果をも含めて云えることであるが，その原因としては，精製過程に

於ける二次的菱化によるものか，或は試耕それ自体の差異によるものか，今にわかに断定出来ないことのよ

うに思われる。

Tab!e 1. Spectra! absorption maxima of various red algae 

AIgae I S附t山b叫t~on maxima I pH 

Neodilsea yendana TOKIDA 4卯 540 570 ! 6-7 

Rhoのmeniapalmata (L.) GRHV. 500 日0 570 6-7 

Laurenda glandulifera KUTZ 495 545 565 6-7 

i 
Polysiphonia ja.ρonica HARVHY 4部 538 566 6-7 

Porphyra yezoens;s U亙'DA 500 565 &-7 

porphyra tenera瓦J'HLLMAN7) 496 546 560 6.8 

Porphyraρerforata J. Aa.9) 492 562 6-7 

また，抽出条件 (pHの菱化〉による吸収曲線の変化をスサピノ Pによって調べた結果を Fig.5に示し

であるが.之によると pH4.3-8.6の聞に於いては，その極大値の位置には菱化はないが，二つの極大値

の吸光係数の比が兵ってくることが示されている。 Ha主0 等の行った結果では円 pH7.3母上では562.5mμ

に新極大値と， 580-585mμ に一つの shoulderが現われることを認めているが，我々に於いては之等の現象

は観察されなかった。

要 約

数種の紅藻より，硫安による分別沈波法と7kに対する溶解度の差を利用して，ブイヨエリスり y とブイコ

シアニ γを単離精製した。かくて得た同色素についての吸収スペグトルを測定し"その聞に差異の存在する

ことを認めた。
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